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研 究 概 要
1)雄二ホンザル性機能の季節的変化に関する形
博学的ならびに生理学的研究
松林桁明
性ステロイド濃度や精液性状の変動を調べると
共に,各生殖腺の組枯学的変化を光顕的 ･屯疏的
に行っている｡
2)サル鞍の人工繁殖の研究
松林沼明
チンパンジーの人工授精適期を把握するr:め尿
中LHの簡易定見を行い,血中LHおよび性皮臨
股の推移との相関を調べている｡
3)ニホンザルの成長に伴う眼内祝所見の推移
後藤俊二
人工噂育及び母親噛育個体を対象として,qi色
光撮影法による眼底像の形態変化及び前限部透光
体の屈折率の変化についての継続観察を行った｡
4)ニホンザル四肢奇形の原因探求
後藤俊二
血液検査を主とした臨床病理学的検討を共同研
究の一環として進めている｡
論 文
1)Matsubayashi,K.andK.Mochizuki
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